JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第3回WG1　議事録（案）　　　　　　　　　　記録：田島祐之

1. 日時：2008年1月18日（金）　14:00～17:00

2. 場所：JCI第5会議室

3. 出席者：12名（下線は欠席者）

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，大野一昭（JCI事務局）

4. 配布資料：

WG1-3-1：第２回WG1議事録（案）

WG1-3-2：コンクリート工学年次大会2008（福岡）研究集会申込・募集要項

WG1-3-3：AIJ「PC耐震設計小委員会」設置申請書（岸本WG1幹事）

WG1-3-4：PC技術協会誌／研究報告「プレストレストコンクリート橋脚の耐震性に関する研究」（永元委員）

WG1-3-5：スライド資料「（PCの施工方法と）PCグラウトの管理」（柳井委員）

WG1-3-6：AIJ構造系論文集／論文「プレキャストプレストレストコンクリート圧着柱の曲げせん断性状と変形性能」（谷委員）

5. 議事内容：

(1)資料WG1-3-1に基づき，前回議事録（案）の確認をした。

(2)2008年度のコンクリート工学年次大会（福岡）で実施予定の研究集会「プロジェクトPC　—現在進行中のプログラムは？—」について、資料WG1-3-2に基づき北山WG1主査より説明があった。以下のような議論を行った。

・発表２時間、討論1時間だろう

· 土木だと30分ない位で，建築だと40分位

· 土木分野、建築分野で共通の話題とした方がよい。

・ＰＣ具体的物件あるか？

→土木はいっぱいあるが逆にどれにするか絞らないといけない

　　　　耐震性向上―新しい技術（永元委員）

→建築はない？

・載っていないテーマで何かあるか？→西山先生に趣旨説明していただきたい

・建築と土木の融合を考えているのか？（永元委員）

→良いバランスがあれば・・・（岸本委員）

・一般の人が参加して議論できるものを作るほうがいい（集会にする）（柳井委員）

リユースについて

・土木は部材が大きいのでリユースは無理

・建築はこれからしようとする段階であり、開発中

・土木はリフレッシュ技術が発達している

・土木でケーブルの交換を想定したものはあるが、交換した事例はまだない・・・

・（何か一つ）土木は損傷とか修復に優れている←建築から何か質問あれば・・・

建築・土木共通のトピックを提案すべき？（耐久性、損傷など）

(3)ＰＣ構造における建築学会の動向紹介（岸本）（3-3）

資料WG1-3-3に基づき，岸本WG1幹事より説明があった。

(4)プレストレストコンクリート橋脚の耐震性に関する研究（ＰＣ橋脚の例）

資料WG1-3-4に基づき，永元委員より説明があった。

・ＰＣ橋脚の例　ＲＣより断面小

　　　・残留変形が小さく、エネルギー吸収量が小さい

　　　・ＲＣは過密な配筋だがＰＣだと余裕

· ＰＣ橋脚は海外で多い（日本は少ない）

· セグメント橋脚（外ケーブルによる一体化、接合面にエネルギー吸収用鋼材）

　　　・つなぎ材でエネルギー吸収する

　　　・鋼橋のＰＣテンドンによる補強

　　　・ファイバー・モデルだとＰＣ鋼材要素も入れられる

　　　・外ケーブルもファイバー・モデルで解析

　　　・ケーブルが大きいのでグラウト付着影響は小さい

　　　・建築だと軸力比は0.33入れて限界値

(5)PCの施工方法とPCグラウトの管理

資料WG1-3-5に基づき，柳井委員より説明があった。

・グラウト施工、技術者確保→ＰCグラウト施工は技術者及び知識者がやるべき（方針）

　　　・流動、圧力を管理

　　　・施工計画（許可は県等）

・ダクトの大きさは何で決めるのか？

→指標が存在する

　　　・グラウト施工までに試験が多い

　　　・グラウト工事を行う度に３本の試験片を用いた試験を行う

　　　・プレグラウトＰＣ鋼材は価格が高い

　　　・2003年くらいから監理厳しくなった（その前２年間は禁止であった）

· ＰＣ鋼材が切れる（グラウト不良による鋼材の腐食）と言うが、断面全体で切れるのか？

→正確な原因はわからない（情報が公示されていない）

(6)PRC柱梁十字形部分架構の実験
（資料なし）田島委員より説明があった。

　　　・十字形部分架構でPC付着に着目した実験を行った

　　　・λ＝0.75の梁断面を有する試験体においてグラウトの有無により履歴曲線でエネルギー吸収が大きく異なった（梁曲げ破壊した試験体）

　　　　→PC鋼材とグラウトの付着が良好なためRCに似た挙動をしたのではないか？

　　　・コンクリート-シース管-グラウト-PC鋼材の付着破壊界面のメカニズムを解明するべきである

(7)プレキャストプレストレストコンクリート圧着柱の曲げせん断性状と変形性能

資料WG1-3-6に基づき，谷委員より説明があった。

· PCaPC圧着柱のPCグラウトの有無による影響はアンボンドのほうが早期に軸力を保持できなくなった。

· 曲げで破壊しなかった試験体では、せん断摩擦は考慮してせん断耐力を計算した

· 軸力比0.5は大きくないか？

　　→地震時外柱を想定している。

· せん断余裕度はあまりないが、一応曲げ破壊するよう設計している。

○今後の活動内容

次回WGは2008年3月26日（水）に第二回全体会議を開催予定

以上
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